
ご案内     ウ－マンズフォ－ラム魚
さかな

スペシャル！ 

箸を持った憂国の士、小泉
こいずみ

 武夫
た け お

 先生 の 

「小泉塾２０１０・海と魚と食文化講座」 開講！ 
～１日まるごと勉強会で“日本の食の原点”を学ぶ、稀有のチャンス！～ 

 

  塾長 小泉武夫先生 
東京農業大学名誉教授、食文化論者・文筆家、農学博士 

鹿児島大学客員教授・別府大学客員教授 

広島大学大学院医学研究科客員教授 

１９４３年、福島の酒造家に生まれる。専攻は醸造学・発酵学・

食文化論。現在、農林水産政策研究所客員研究員、全国地産地消

推進協議会会長（農林水産省）、企業分野等食育活動検討会議委

員（内閣府）などを務める。『食あれば楽あり』（日本経済新聞）、

『小泉武夫の食味学』（月刊『旅行読売』）などの連載でおなじみ

の食文化論者。世界の辺境を旅し、自他共に認める食の冒険家。

専門の発酵、食文化論はもとより、小説も書く作家でもある。著

書は１０９冊。共著２２冊。クジラ食文化を守る会２代目会長。 

 

今回のテーマは、 「江戸前から、ニッポンを考える」 
2010年 ９月５日(日) 講義は 10：00～16：40  特製弁当付、で開講！ 

会 場 ：東京都中央区立 築地社会教育会館 講習室 

       地下鉄日比谷線「東銀座駅」、都営大江戸線「築地市場駅」下車、徒歩５分 

参加費 ：２，５００円  受講料、資料代、昼食代含む。 ＊ＷＦＦ会員と学生は２０００円。 

＜予定＞ ９月５日 （日） ９時半開場、１０時開講～１６時４０分。希望者で懇親会予定。 

基調講演 小泉武夫塾長 「江戸前の魚・粋な捕り方、粋な食べ方」 
講演 Ⅰ  八木信行先生（東京大学大学院農学生命科学研究科特任准教授） 

「生物多様性とサカナ」 

昼食 （みんなでお弁当） 

講演 Ⅱ  塚本 亨先生（東京都漁連参事） 「品川湾・投網・さかなの興亡史」 

講演 Ⅲ  上田勝彦先生（水産庁加工流通課課長補佐） 「江戸前のおさかなルネッサンス」 

講演 Ⅳ  新倉健司先生（船宿三浦屋７代目） 「屋形船で語り伝えたい。水の都・東京」 

ディスカッションと質疑応答  「次世代に東京湾を引き継ぐために」 
 

 

…………「小泉塾２０１０」お申込み書…【 FAX．03-3546-1164 】……………… 
 

〒   ―      お名前
ふ り が な

          男 ・ 女  一般・学生・ＷＦＦ会員 

         都・道               

住所.     府・県                                
 

TEL.   ―    ―          FAX.   ―    ―          

◎ どこでこの講座をお知りになりましたか？ 

 

新聞等（新聞名：          ）、E-mail（紹介者：            ） 
 

 

☆懇親会(1000円)参加を希望（希望者は○をお願いします） 受付 No．    WFF100831 

 

WFF 



「小泉塾２０１０」  ７年目を迎えました。                            

                                           

 

テーマは「食と環境」。 来たれ、小泉塾へ！ 
 

  「食」がこんなにも大切にされない時代はありませんでした。 

  海の「環境」とサカナという「資源」、資源をもたらしてくれる「産業」についても、 

都市部に暮らす私たちは、もっと考えなくてはなりません。 

国土は森と水に恵まれ、気候に恵まれ、海に恵まれているのに、 

  日本が経済的に豊かになり、飢えが遠ざかったいま、 

  作物をつくる人、魚をとる人が日本からいなくなってしまいました。 

食料自給率は、わずか４０％です。 

  

  いま、「食」について、国をあげて考えるべき時がきています。 

  政府だけに頼らず､ひとりひとりが現実を知り､考えるべき時を迎えています。 

  さらに、日本民族が古来大切にしてきた魚食文化の知恵に、今日を生きる 

私たちは今一度、教えを乞う時を迎えています。 

  小魚、海藻から鯨までを食材としてきた日本人の知恵は、人口増加と食料 

不足に悩むこれからの時代に、より必要になってくるものだからです。 

 

特に今年は、１０月に名古屋で説物多様性条約締約国会議が開かれます。 

「日本ほど海の生物が多様な国はない」と、先の調査結果は伝えていますが、 

世界の水産資源状況の悪化から、欧米諸国では漁業という産業を「海の破壊者」と考え、 

海洋保護区をつくろうとする動きが多くの国際会議でみられます。 

日本は、古来、海を大事にし、資源が枯渇しない智恵をいくつも積み重ねてきた 

「海の持続的利用国」です。 

その智恵と誇りを、漁業者も消費者も研究者も一緒になってしっかりと学び、国内外で

発信することが必要と、ウーマンズフォーラム魚は考えます。 

 

今年のテーマは「江戸前から、ニッポンを考える」。 

未来をいかに拓くかについて、“末永く魚を食べたい”と願う市民ひとりひとりが考え、

行動するための知恵を養う塾を目指します。ぜひ皆様、ご参加ください。紙面でご案内

いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

                       ２０１０年 ８月 

 

                        ウーマンズフォーラム魚 

                         代 表  白石ユリ子 
 

 

☆お申込み、お問合わせは、ウーマンズフォーラム魚
さかな

事務局（ＷＦＦ） 
 

〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座３－１２－１５     E-mail.ｇｙｏ＠ｗｆｆ．ｇｒ．ｊｐ 

ＴＥＬ，０３－３５４６－１２９１ ＦＡＸ．０３－３５４６－１１６４  http://www.WFF.gr.jp 
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http://www.wff.gr.jp/

